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ク
／
広
報
・
広
聴
／
行
政
と
市
民
の
意
見
交
換
の
場
／
行
政
機
関
（
行
政

委
員
会
）

三　

行
政
附
属
機
関
等
（
区
会
等
）  �

185

西
之
表
市
の
部
落
会
の
変
遷
／
区
会
（
行
政
連
絡
員
制
度
）
／
集
落
支
援

員
制
度
／
郷
土
人
会

四　

諸　

施　

策  �

187

離
島
振
興
に
係
る
法
律
、
施
策
／
長
期
振
興
計
画
／
西
之
表
市
の
諸
施
策

五　

行
政
改
革  �

197

西
之
表
市　

行
政
改
革
大
綱
／
民
間
委
託
と
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

六　

歴
代
三
役
一
覧  �

200

西
之
表
市
の
歴
代
三
役
／
市
長
の
事
蹟
（
歴
代
市
長
の
市
政
）

七　

市
町
村
合
併  �

206

明
治
の
大
合
併
／
昭
和
の
大
合
併
／
平
成
の
大
合
併

八　

馬
毛
島
に
つ
い
て  �

209

馬
毛
島
の
概
要
／
馬
毛
島
総
合
開
発
計
画
／
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
馬
毛

島
誘
致
／
米
軍
訓
練
移
転
候
補
地
問
題
と
自
衛
隊
基
地
整
備

第
二
節　

財　
　
　

政 �
 �

217

一　

西
之
表
市
の
財
政
規
模  �

217

二　

一
般
会
計
の
推
移  �

217

歳
入
の
移
り
変
わ
り
／
歳
出
の
移
り
変
わ
り

三　

特
別
会
計
の
推
移  �

223

四　

企
業
会
計
の
推
移  �

224

水
道
事
業
会
計
／
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計

五　

市　
　
　

税  �

225

市
税
の
税
目
等
／
税
目
別
収
入
状
況

六　

西
之
表
市
の
財
政
運
営  �

226

財
政
力
指
数
と
経
常
収
支
比
率
、
実
質
収
支
比
率
／
健
全
化
判
断
比
率

七　

公
有
財
産
（
市
有
財
産
）  �

231

西
之
表
市
の
市
有
財
産
／
西
之
表
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

八　

基　
　
　

金  �

233

九　

地
方
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー  �

234

西
之
表
市
土
地
開
発
公
社
／
西
之
表
市
農
業
振
興
公
社
／
種
子
島
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社

一
〇　

納　
　
　

税  �

236

納
税
の
仕
組
み
の
変
遷　

集
合
徴
収
方
式
か
ら
単
税
徴
収
方
式
へ
／
滞
納

対
策

一
一　

西
之
表
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）  �

237

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
導
入
と
事
業
／
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
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第
三
章
　
議
会
・
選
挙 �

 �

239

第
一
節　

議　
　
　

会 �
 �

239

一　

西
之
表
市
議
会
の
概
要  �

239

議
員
定
数
の
変
遷
／
議
会
棟
の
変
遷

二　

歴
代
正
副
議
長
・
各
委
員
会  �

241

歴
代
正
副
議
長
／
各
委
員
会

三　

西
之
表
市
議
会　

各
期
議
員  �

244

四　

議
会
改
革  �
246

西
之
表
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
／
「
議
会
の
見
え
る
化
」
と
「
開
か
れ

た
議
会
」

五　

議
会
費
と
議
員
報
酬  �
248

議
会
費
の
推
移
／
議
員
報
酬
の
推
移

六　

議
会
事
務
局  �

249

第
二
節　

選　
　
　

挙 �
 �

250

一　

西
之
表
市
の
選
挙
の
概
要  �

250

二　

選
挙
管
理
委
員
会  �

251

三　

選
挙
の
実
施
状
況  �

251

選
挙
区
の
変
遷
／
期
日
前
投
票
制
度
の
創
設
／
一
八
歳
選
挙
権
／
西
之
表

市
の
選
挙
状
況

第
四
章
　
産
　
　
　
業 �

 �
254

第
一
節　

産
業
構
造 �

 
254

一　

西
之
表
市
の
産
業
構
造
の
変
遷  

254

二　

総
生
産
額
の
推
移  

254

三　

産
業
別
就
業
者
数
の
推
移  

256

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
産
業
別
の
就
業
者
数
の
推
移
／
産
業
別
就
業

者
数
の
推
移

四　

種
子
島
地
域
産
業
推
進
協
議
会  

257

第
二
節　

農　
　
　

業 �
 

258

一　

農
業
行
政  

258

西
之
表
市
の
戦
後
農
業
の
変
遷
／
農
業
施
策
／
新
し
い
農
業
へ
の
取
り
組

み

二　

農
業
統
計  

265

耕
地
面
積
の
推
移
／
農
家
戸
数
の
推
移
／
耕
種　

総
生
産
額
の
推
移

三　

農
業
生
産
（
農
産
物
）  

267

普
通
作
物
／
さ
つ
ま
い
も
／
園
芸
作
物　

蔬
菜
類
（
野
菜
）・
果
樹
／
工

芸
作
物

四　

農
業
土
木  

276

畑
か
ん
が
い
営
農
事
業
／
県
営
ほ
場
整
備
事
業
／
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
／
農
道
／
農
業
用
た
め
池

五　

農
業
団
体
・
組
織  

280

農
業
協
同
組
合
／
農
業
共
済
組
合
／
種
子
島
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
／

種
子
島
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
」
／
西
之
表
市
農
業
振
興
公
社

／
国
・
県
の
農
業
関
連
機
関

六　

害
虫
防
除
・
鳥
獣
防
除  

286

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防
除
／
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
／
鳥
獣
被
害

対
策

第
三
節　

畜　
　
　

産 �
 

289

一　

西
之
表
市
の
畜
産
の
概
要  

289

鹿
児
島
県
島
嶼
地
域
の
畜
産
／
西
之
表
市
に
お
け
る
畜
産

二　

種
子
島
の
酪
農  

290

鹿
児
島
県
の
酪
農
／
西
之
表
市
の
酪
農

三　

種
子
島
の
肉
用
牛  

292

四　

畜
産
統
計  

292

五　

諸
組
合
、
団
体
・
諸
施
設  

294

熊
毛
畜
産
事
業
農
業
協
同
組
合
連
合
会
／
鹿
児
島
県
酪
農
業
協
同
組
合　

種
子
島
支
所
／
西
之
表
市
営
種
子
島
牧
場
／
種
子
島
屠
畜
場
／
種
子
島
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家
畜
市
場
／
畜
産
共
進
会

六　

家
畜
伝
染
病
対
策  

298

鹿
児
島
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
熊
毛
支
所
／
口
蹄
疫
／
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ

第
四
節　

林　
　
　

業 �
 

299

一　

熊
毛
地
域
の
森
林
と
林
業
の
現
況  

299

二　

西
之
表
市
の
林
業  

300

林
業
統
計

三　

林
業
政
策
・
林
道
整
備  

302

西
之
表
市
森
林
整
備
計
画
／
林
道
整
備

四　

林
業
団
体
・
企
業  

303

森
林
組
合
／
営
林
署

五　

特
用
林
産
物  

305

第
五
節　

糖　
　
　

業 �
 

306

一　

鹿
児
島
の
糖
業
の
変
遷  

306

鹿
児
島
県
島
嶼
部
及
び
沖
縄
県
に
お
け
る
甘
し
ょ
糖
生
産
／
熊
毛
地
域
に

お
け
る
糖
業

二　

西
之
表
市
の
糖
業
の
変
遷  

309

三　

糖
業
統
計  

310

四　

製
糖
工
場
と
糖
業
関
連
機
関
・
団
体  

311

西
之
表
市
の
製
糖
工
場
／
独
立
行
政
法
人　

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
種
子
島
研
究
拠
点
／
西
之
表

市
さ
と
う
き
び
か
ん
し
ょ
生
産
振
興
会
／
鹿
児
島
県
糖
業
振
興
協
会

五　

さ
と
う
き
び
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

314

第
六
節　

水　

産　

業 �
 

315

一　

鹿
児
島
の
水
産
業  

315

二　

西
之
表
市
の
水
産
業
の
概
要  

315

水
産
業
の
変
遷
と
概
要
／
西
之
表
市
の
漁
港
の
概
要
／
漁
港
整
備
計
画

三　

水
産
統
計  

318

漁
家
（
個
人
経
営
体
）
数
（
世
帯
）
の
推
移
／
階
層
別
動
力
漁
船
隻
数
の

推
移
／
水
揚
高
の
推
移
／
許
可
漁
業
の
状
況
／
水
産
加
工
品
生
産
量
の
推

移

四　

漁　
　
　

法  

325

ト
ビ
ウ
オ
流
網
漁
・
ト
ビ
ウ
オ
ロ
ー
プ
曳
浮
敷
網
漁
／
キ
ビ
ナ
ゴ
刺
網
漁

／
あ
さ
ひ
か
に
か
か
り
網
漁
／
モ
ジ
ャ
コ
漁

五　

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進  

332

ト
コ
ブ
シ
／
陸
上
養
殖
「
ク
ル
マ
エ
ビ
」
／
放
流
事
業

六　

水
産
業
関
連
団
体
・
施
設  

336

漁
業
協
同
組
合
／
西
之
表
の
四
つ
の
漁
業
協
同
組
合
／
西
之
表
市
漁
業
協

同
組
合
／
種
子
島
漁
業
協
同
組
合

第
七
節　

商
業
・
海
運
業 �

 

340

一　

商　
　
　

業  

340

西
之
表
市
商
業
の
沿
革
／
西
之
表
市
商
工
会
／
商
店
街
の
変
遷
／
公
設
地

方
卸
売
市
場

二　

金
融
機
関  

346

西
之
表
市
の
金
融
事
業
／
市
の
金
融
機
関

三　

海　

運　

業  

347

種
子
島
の
内
航
海
運
業
の
変
遷
／
海
上
移
入
貨
物
数
量
・
移
出
貨
物
数
量

の
推
移

第
八
節　

工
業
・
鉱
業 �

 

351

一　

熊
毛
地
域
の
工
業
の
現
況  

351

二　

西
之
表
市
の
工
業  

351

工
業
統
計
／
さ
つ
ま
い
も
地
域
資
源
再
生
特
区
／
地
場
産
業
と
刃
物
鍛
冶

三　

西
之
表
市
の
鉱
業  

355

熊
毛
地
区
の
鉱
業
の
概
要
／
西
之
表
市
の
砂
鉄
鉱
業

第
九
節　

観
光
開
発
と
観
光
資
源 �

 

357
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一　

西
之
表
市
と
観
光
開
発  

357

西
之
表
市
観
光
の
沿
革
／
大
型
観
光
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
西
之
表
港
へ
の
寄

港
／
種
子
島
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
・
た
ね
が
し
ま
ツ
ー
リ

ズ
ム
連
絡
会
／
観
光
統
計

二　

観
光
関
連
団
体
・
組
織  

360

種
子
島
観
光
協
会
／
種
子
島
西
之
表
旅
館
組
合
／
種
子
屋
久
観
光
連
絡

協
議
会

三　

観
光
資
源  
361

自
然
と
触
れ
合
う
観
光
施
設
／
歴
史
的
観
光
施
設
／
レ
ジ
ャ
ー
・
憩
い
の

場
と
し
て
の
観
光
施
設
／
観
光
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

第
五
章
　
構
築
（
建
設
・
土
木
） �

 

366

第
一
節　

都
市
計
画 �

 

366

一　

都
市
計
画
の
変
遷  

366

二　

西
之
表
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン  
366

第
二
節　

道　
　
　

路 �
 

368

一　

西
之
表
市
の
道
路
の
変
遷
と
現
況  

368

二　

国
道
・
主
要
地
方
道
・
一
般
県
道  

368

国
道
／
主
要
地
方
道
／
一
般
県
道

三　

市　
　
　

道  �

370

四　

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
・
峠  

371

橋
梁
／
ト
ン
ネ
ル
・
隧
道
・
峠

第
三
節　

ダ
ム
・
治
水
・
治
山 �

 

372

一　

西
京
ダ
ム  

372

西
京
ダ
ム
の
沿
革
／
西
京
ダ
ム
の
現
況

二　

治　
　
　

水  

374

甲
女
川
治
水
事
業

三　

治　
　
　

山  

375

西
之
表
市
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

第
四
節　

港　
　
　

湾 �
 

376

一　

西
之
表
港
の
変
遷  

376

戦
後
の
西
之
表
港
／
重
要
港
湾
の
指
定
／
西
之
表
港
の
現
況

二　

西
之
表
港　

港
湾
計
画  

378

西
之
表
港
港
湾
計
画
の
一
部
変
更

三　

田
之
脇
港
と
市
管
理
の
地
方
港
湾  

379

四　

西
之
表
港
港
湾
改
修
事
業
（
改
良
工
事･

復
旧
工
事
）  

380

中
央
地
区
／
洲
之
崎
地
区
／
天
神
地
区
／
塰
泊
地
区

五　

港
湾
統
計  

381

西
之
表
港　

入
港
船
舶
総
数
と
総
ト
ン
数
の
推
移
／
西
之
表
港　

船
舶
乗

降
人
員
数
と
海
上
出
入
貨
物
ト
ン
数
総
数
の
推
移

第
五
節　

住
宅
、
公
園
、
緑
地 �

 

383

一　

公
営
住
宅  

383

西
之
表
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
／
市
営
住
宅
／
市
営　

特
定
公

共
賃
貸
住
宅
／
県
営
住
宅

二　

空
き
家
問
題  

385

三　

都
市
公
園  

385

第
六
節　

地
籍
調
査 �

 

386

一　

地
籍
調
査
の
概
要  

386

二　

西
之
表
市
の
地
籍
調
査
事
業  

387

第
六
章
　
衛
生
・
環
境 �

 

388

第
一
節　

上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業 �

 

388

一　

西
之
表
市
の
水
道
事
業
の
概
要  

388

二　

上
水
道
の
整
備
と
拡
張
事
業  

388

第
一
・
二
次
拡
張
事
業
／
第
三
次
拡
張
事
業
／
第
四
次
拡
張
事
業
／
第
五

次
拡
張
事
業

三　

西
之
表
市
の
簡
易
水
道
の
変
遷  

389

四　

水
道
統
計  

392
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給
水
状
況
の
推
移
／
令
和
元
年
度　

上
水
道
の
年
間
取
水
量
及
び
給
水
量

五　

水
道
料
金
の
変
遷  

393

第
二
節　

し
尿
（
生
活
排
水
）
処
理
事
業 �

 

394

一　

し
尿
（
生
活
排
水
）
処
理
の
変
遷  

394

西
之
表
市
の
し
尿
処
理
事
業
の
概
要
／
初
の
し
尿
処
理
場
の
建
設

二　

西
京
苑
の
建
設  

395

西
京
苑
／
西
之
表
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
「
西
京
苑
」

三　

浄
化
槽
の
普
及
の
変
遷  

397

第
三
節　

塵
芥
処
理
事
業 �
 

397

一　

西
之
表
市
の
塵
芥
処
理
の
変
遷  

397

ご
み
焼
却
場
の
建
設

二　

種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー  

399

種
子
島
地
区
広
域
事
務
組
合
／
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
／
最
終
処

分
場

三　

ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み  

401

家
庭
ご
み
の
手
数
料
徴
収
（
有
料
化
）
／
分
別
収
集
と
再
資
源
化
（
リ
サ

イ
ク
ル
）

第
四
節　

環
境
保
護 �

 

403

一　

西
之
表
市
の
環
境
行
政  

403

二　

環
境
保
護
・
保
全  

403

西
之
表
市
環
境
基
本
計
画
／
馬
毛
島
固
有
種
の
マ
ゲ
シ
カ
の
保
護
（
鳥
獣

保
護
）

三　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
島
外
搬
出
処
理  

404

四　

沿
岸
海
岸
保
全  

404

海
岸
漂
着
物
対
策
／
ウ
ミ
ガ
メ
上
陸
産
卵
地

第
五
節　

葬
祭
・
墓
地 �

 

406

一　

葬　
　
　

祭  

406

火
葬
場
・
斎
場
の
変
遷
／
西
之
表
町
営
火
葬
場
の
概
要
／
西
之
表
斎
苑（
火

葬
場
）
の
概
要

二　

市
営
墓
地  

407

第
七
章
　
厚
生
・
福
祉 �

 

409

第
一
節　

厚
生
事
業 �

 

409

一　

社
会
保
障
制
度
の
変
遷  

409

二　

国
民
健
康
保
険
制
度  

409

国
民
健
康
保
険
制
度
の
概
要
／
西
之
表
市
の
国
民
健
康
保
険
の
現
況

三　

高
齢
者
医
療
保
険
制
度  

411

高
齢
者
に
関
す
る
医
療
保
険
制
度
の
変
遷
／
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
導
入
／
西
之
表
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
現
況

四　

介
護
保
険
制
度  

412

介
護
保
険
制
度
の
導
入
／
西
之
表
市
の
介
護
保
険
の
現
況
／
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

五　

国
民
年
金
制
度  

414

国
民
年
金
制
度
の
概
要
／
西
之
表
市
の
国
民
年
金
の
状
況

六　

公
的
扶
助  

417

生
活
保
護
制
度
の
概
要
／
失
業
対
策
事
業
／
出
稼
ぎ
労
働
／
西
之
表
市
の

生
活
保
護
の
状
況
／
戦
病
者
、
戦
没
者
等
遺
族
の
援
護

七　

民
生
委
員
・
児
童
委
員  

424

第
二
節　

福
祉
事
業 �

 

425

一　

社
会
福
祉
の
変
遷  

425

二　

児
童
福
祉  

425

児
童
福
祉
の
概
要
／
児
童
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
／
児
童
の
支
援
／
児
童
福

祉
施
設
（
児
童
館
）

三　

高
齢
者
福
祉  

427

高
齢
者
福
祉
の
概
要
／
高
齢
者
福
祉
計
画
／
高
齢
者
福
祉
施
設
／
西
之

表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

四　

障
が
い
者
福
祉  

431
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障
が
い
者
福
祉
の
概
要
／
障
が
い
者
計
画
／
障
が
い
者（
児
）福
祉
団
体
・

施
設
／
障
害
者
手
帳
の
交
付

五　

福
祉
団
体
と
行
事  

433

西
之
表
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
西
之
表
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
西

之
表
市
福
祉
事
務
所
／
種
子
島
サ
ン
セ
ッ
ト
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

六　

保　

育　

園  

435

保
育
園
変
遷
と
概
要
／
西
之
表
市　

市
立
保
育
園
の
概
要
／
市
立
保
育
園

の
民
間
移
管
／
私
立
保
育
園
／
認
定
こ
ど
も
園

七　

子
育
て
支
援
事
業  
440

子
育
て
支
援
の
概
要
／
西
之
表
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
／
西

之
表
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
西
之
表
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と
コ
ロ

ナ
禍
の
子
育
て
支
援

八　

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉  

443

西
之
表
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
／
ひ
と
り
親
地
方
移
住
支
援

第
八
章
　
保
健
・
医
療 �

 

444

第
一
節　

保　
　
　

健 �
 

444

一　

西
之
表
市
の
保
健
衛
生
行
政
の
概
要  �

444

二　

感
染
症
対
策  

444

西
之
表
町
営
伝
染
病
隔
離
病
舎
／
衛
生
環
境
の
改
善
／
近
年
の
感
染
症
予

防
対
策

三　

保　

健　

所  

446

西
之
表
保
健
所

四　

西
之
表
市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」  

446

施
設
の
沿
革
／
市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
の
現
況

五　

健
康
診
査
・
母
子
保
健
事
業
・
予
防
接
種  

447

各
種
健
康
診
査
／
母
子
保
健
事
業
／
予
防
接
種

六　

健
康
づ
く
り
の
推
進  

449

国
民
健
康
づ
く
り
対
策
／
健
康
ま
つ
り
の
開
催
／
西
之
表
市
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会

第
二
節　

医　
　
　

療 �
 

451

一　

医
療
の
変
遷
と
概
要  

451

西
之
表
市
の
医
療
の
変
遷
／
西
之
表
市
の
医
療
の
現
況

二　

西
之
表
市
の
医
療
機
関
の
現
況  

452

現
在
の
医
療
施
設
／
閉
院
し
た
医
療
施
設

三　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院  

454

西
之
表
市
の
周
産
期
医
療
・
婦
人
科
医
療
／
公
立
産
婦
人
科
医
院
の
設
置

／
新
・
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
の
開
院

四　

鹿
児
島
県
保
健
医
療
計
画
と
地
域
医
療
構
想  

455

地
域
医
療
構
想
／
熊
毛
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
連
携
計
画

五　

医
師
会
等
諸
団
体  

455

六　

鹿
児
島
県
の
救
急
医
療
体
制  

456

初
期
救
急
医
療
体
制
／
第
二
次
救
急
医
療
体
制
／
第
三
次
救
急
医
療
体

制

第
九
章
　
治
安
・
消
防
・
防
災
・
災
害 �

 

457

第
一
節　

治　
　
　

安 �
 

457

一　

種
子
島
警
察
署
の
現
況  �

457

各
交
番
（
駐
在
所
・
派
出
所
）

二　

治
安
の
概
要
と
現
況  �

457

市
内
の
刑
法
犯
認
知
、
犯
罪
率
状
況
の
推
移
／
関
係
諸
団
体
／
西
之
表
市

の
「
暴
力
追
放
都
市
宣
言
」

三　

海
上
の
安
全
及
び
治
安  

459

鹿
児
島
海
上
保
安
部　

種
子
島
保
安
署

四　

保
護
司
会
再
犯
防
止
推
進
計
画  

459

種
子
島
保
護
区
保
護
司
会

五　

国
の
司
法
諸
組
織  

460
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鹿
児
島
地
方
検
察
庁　

種
子
島
区
検
察
庁
／
種
子
島
簡
易
裁
判
所
・
鹿

児
島
家
庭
裁
判
所
種
子
島
出
張
所
／
鹿
児
島
地
方
法
務
局　

種
子
島
出

張
所
（
旧
西
之
表
出
張
所
）

第
二
節　

交
通
安
全 �

 

461

一　

市
民
の
交
通
安
全
へ
の
意
識  

461

二　

西
之
表
市
の
交
通
安
全
行
政  

461

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
制
度
と
移
動
手
段
の
確
保

三　

交
通
事
故
発
生
状
況  

462

第
三
節　

消　
　
　

防 �
 

463

一　

戦
後
の
消
防
の
沿
革
と
概
要  

463

二　

西
之
表
市
消
防
の
沿
革  
463

三　

西
之
表
市
消
防
団
の
現
況  
464

市
消
防
団
の
組
織
と
消
防
施
設
装
備
／
消
防
団
員
数
の
推
移
／
消
防
団
女

性
分
団
の
創
設
／
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
・
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

四　

消
防
統
計  

465

五　

広
域
消
防  

467

第
四
節　

防　
　
　

災 �
 

468

一　

西
之
表
市
の
防
災
行
政  

468

市
民
を
守
る
た
め
の
計
画
／
西
之
表
市
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

二　

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成  

470

三　

災
害
時
応
援
協
定  

470

第
五
節　

災　
　
　

害 �
 

471

一　

西
之
表
市
の
災
害
の
記
録  

471

戦
後
の
デ
ラ
台
風
か
ら
の
豪
雨
災
害
の
変
遷

二　

西
之
表
市
の
被
災
地
復
興
支
援  

471

第
一
〇
章
　
交
通
・
通
信
・
電
力 �

 

472

第
一
節　

交
通
機
関 �

 

472

一　

種
子
島
地
域
の
交
通  

472

二　

海
路
公
共
交
通
機
関  

472

昭
和
期
ま
で
の
海
上
交
通
／
平
成
以
降
の
種
子
・
屋
久
航
路
／
現
在
の
海

上
交
通
／
市
営
渡
船
事
業　

馬
毛
島
航
路

三　

陸
路
公
共
交
通
機
関  

478

路
線
バ
ス
の
変
遷
／
西
之
表
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
／
自
家
用
車
の
普
及

四　

航
空
交
通  

480

西
之
表
市
営
飛
行
場
開
設
（
安
納
飛
行
場
）
／
新
種
子
島
空
港
／
空
港

統
計
／
空
港
の
概
要
及
び
施
設

第
二
節　

通　
　
　

信 �
 

484

一　

西
之
表
市
の
郵
便
事
業
の
沿
革  

484

二　

西
之
表
市
内
の
郵
便
局  

485

三　

電
信
・
電
話  

485

明
治
の
電
信
業
務
／
種
子
島
電
報
電
話
局
の
開
局
／
二
省
分
離
と
電
話
事

業
の
進
展
／
農
村
公
衆
電
話
（
地
域
集
団
電
話
）
の
普
及
／
西
之
表
市
の

高
速
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網

四　

放
送
局
・
新
聞
社  

490

有
線
放
送
事
業
／
テ
レ
ビ
中
継
塔
（
中
継
局
）
の
設
置
／
新
聞
社

第
三
節　

電　
　
　

力 �
 

492

一　

電
力
事
業
の
変
遷  

492

二　

種
子
島
地
方
の
電
力
網
の
普
及  

492

三　

熊
毛
農
村
自
家
用
電
気
利
用
組
合
（
東
海
地
区
）  

493

四　

種
子
島
第
一
発
電
所
・
新
種
子
島
火
力
発
電
所  

494

種
子
島
第
一
発
電
所

五　

西
之
表
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー  

495

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
／
太
陽
光
発
電
／
風
力
発
電
／
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
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第
一
一
章
　
教
　
　
　
育 �

 

497

第
一
節　

教
育
行
政 �

 

497

一　

戦
後
教
育
改
革  

497

教
育
基
本
法
制
定
と
教
育
委
員
会
の
発
足

二　

西
之
表
市
教
育
委
員
会  

497

西
之
表
市
教
育
委
員
会
／
西
之
表
市
総
合
教
育
会
議
／
鹿
児
島
県
教
育

庁　

熊
毛
教
育
事
務
所
／
西
之
表
市
歴
代
教
育
長

三　

教
育
行
政
施
策  
499

西
之
表
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
教
育
大
綱
）
／
西
之
表
市
「
種
子
島
し

お
さ
い
留
学
」
制
度
／
西
之
表
市　

地
域
学
校
協
働
活
動
本
部
／
市
立
学

校
の
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

四　

公
立
学
校
の
統
廃
合  

501

市
立
中
学
校
の
再
編
／
県
立
高
等
学
校
の
再
編

五　

学
校
給
食
・
食
育
と
地
産
地
消  

503

学
校
給
食
／
食
育
と
地
産
地
消

六　

教
員
宿
舎
（
教
職
員
住
宅
）  

505

七　

西
之
表
市
の
奨
学
金
制
度
と
補
助
金
・
援
助
制
度  
506

第
二
節　

学
校
教
育 �

 

506

一　

鹿
児
島
県
・
西
之
表
市
の
離
島
教
育  

506

二　

就
学
前
教
育  

507

西
之
表
市
の
幼
稚
園
／
各
幼
稚
園
／
草
創
期
の
幼
稚
園
教
育
の
功
労
者　

古
市
静
（
静
子
）

三　

小
学
校
教
育  

509

西
之
表
市
立
小
学
校
の
概
要
／
各
市
立
小
学
校
／
閉
校
・
休
校
と
な
っ
た

小
学
校

四　

中
学
校
教
育  

518

市
立
中
学
校
の
概
要
／
西
之
表
市
立
種
子
島
中
学
校
／
廃
校
に
な
っ
た
市

立
中
学
校

五　

高
等
学
校
教
育  

526

熊
毛
地
区
の
公
立
高
等
学
校
の
概
要
／
県
立
種
子
島
高
等
学
校
／
（
旧
）

県
立
種
子
島
高
等
学
校
／
県
立
種
子
島
実
業
高
等
学
校

六　

県
立
中
種
子
養
護
学
校
（
中
種
子
特
別
支
援
学
校
）  

531

第
三
節　

社
会
教
育
（
生
涯
教
育
） �

 

531

一　

社
会
教
育
の
概
要  

531

二　

西
之
表
市
の
生
涯
学
習  

531

生
涯
学
習　

市
民
講
座
・
自
主
講
座
／
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民
フ
ェ
ア

／
自
治
公
民
館
の
整
備
と
充
実

三　

社
会
教
育
団
体
・
社
会
教
育
行
事  

534

西
之
表
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
旧
婦
人
会
）
／
西
之
表
市
連
合
青
年

団
／
西
之
表
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

四　

社
会
教
育
施
設  

536

市
民
の
た
め
の
施
設
／
博
物
館

第
四
節　

社
会
体
育
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
） �

 

543

一　

社
会
体
育
の
概
要  

543

二　

体
育
団
体
・
組
織  

543

西
之
表
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員（
旧
体
育
指
導
委
員
）／
西
之
表
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
旧
体
育
協
会
）
／
西
之
表
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三　

体
育
行
事  

545

西
之
表
市　

市
民
体
育
祭
／
西
之
表
市
駅
伝
競
走
大
会
／
武
道
大
会
・

相
撲
大
会

四　

体
育
施
設  

546

西
之
表
市
民
体
育
館
／
西
之
表
市
陸
上
競
技
場
（
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
／

西
之
表
市
営
プ
ー
ル
／
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
天
倫
館
・
市
営
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
）
／
あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど
／
「
松
原
運
動
公
園
」
建
設
計
画

第
一
二
章
　
文
化
振
興
と
文
化
財 �

 

554

第
一
節　

文
化
行
政
・
文
化
振
興 �

 

554
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一　

文
化
行
政
の
変
遷  

554

二　

西
之
表
市
の
文
化
団
体  

554

西
之
表
市
文
化
協
会
／
熊
毛
文
学
会
／
西
之
表
市
の
合
唱
団
／
熊
毛
テ
ア

ト
ロ

三　

西
之
表
市
の
文
化
行
事  

555

市
民
文
化
祭
／
西
之
表
市
小
・
中
学
校
合
同
音
楽
祭
／
国
民
文
化
祭

四　

西
之
表
の
文
化
人  

557

い
け
ば
な
を
広
め
た　

羽
生
慎
翁
／
「
天
声
人
語
」
の
名
付
け
親　

西
村

天
囚
／
『
種
子
島
家
譜
』
の
復
刊　

鮫
島
宗
美

第
二
節　

文
化
交
流
事
業 �
 

559

一　
「
か
ら
い
も
交
流
」
事
業  
559

二　

西
之
表
市
の
交
流
事
業  

559

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国　

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
（
姉
妹
都
市
）
／
鹿
児

島
県
伊
佐
市
（
姉
妹
都
市
）
／
滋
賀
県
長
浜
市
（
友
好
都
市
）

三　

受
け
入
れ
自
治
体
と
し
て
の
西
之
表
市  
560

東
京
大
学
の
「
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
受
け
入
れ
／
民
泊
生
活
体
験

と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

第
三
節　

文　

化　

財 �
 

561

一　

西
之
表
市
の
文
化
財
保
護
（
保
存
と
活
用
）  

561

二　

西
之
表
市
文
化
財
保
護
審
議
会  

561

三　

郷
土
芸
能
保
存
会
の
育
成  

562

四　

西
之
表
市
の
文
化
財  

562

五　

西
之
表
市
の
国
指
定
・
国
登
録
・
国
選
択
文
化
財  

564

国
指
定
文
化
財
／
国
登
録
文
化
財
／
国
選
択
文
化
財

六　

西
之
表
市
の
県
指
定
文
化
財  

565

七　

西
之
表
市
の
指
定
文
化
財  

565

第
一
三
章
　
年
　
　
　
表 �

 

566

第
八
編
　
校
　
区
　
史

第
一
章
　
榕
城
校
区 �

 

589

第
一
節　

榕
城
校
区
の
概
要 �

 

589

第
二
節　

榕
城
校
区
の
成
り
立
ち �

 

590

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

591

一　

大
字
西
之
表
の
小
字
一
覧
（
上
西
校
区
、
下
西
校
区
を
含
ん
で
い
る
）  

591

二　

特
徴
的
な
地
名  

593

春
日
／
御
坊
／
井
ノ
川
／
小
射
場
坂
／
鉄
砲
場
／
水
天
宮
／
栄
町
／
田
屋

敷
／
城
ノ
浜
／
唐
人
ガ
浦
／
ト
ン
ギ
ョ
ウ
の
坂
／
小
路
口
／
本
城
／
深
渡

瀬
／
中
目
／
松
下
／
豊
山
／
門
前
／
井
の
上
／
ム
ク
ヨ
モ
坂
／
ず
く
山
／

馬
飼
屋
敷
・
馬
飼
／
塩
硝
田

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

596

一　

麓
と
呼
ば
れ
る
歴
史
的
な
地
域  

596

石
敢
當

二　

三　

ヶ　

浦  �

598

三
ヶ
浦
の
歴
史
（
馬
毛
島
を
含
む
）
／
三
ヶ
浦
の
格
付
け
／
浦
の
組
織
／

ト
ビ
ウ
オ
捕
り
／
信
仰
・
神
社
／
年
中
行
事
／
中
原
太
吉
の
日
記
に
み
る

三
ヶ
浦
の
生
活
／
鯨
／
三
ヶ
浦
の
俗
言
／
塰
泊　

五
助
の
墓
／
馬
毛
島
王

籠
浦
の
石
塔
／
池
田
の
石
垣
／
「
歌
之
助　

歌
を
申
せ
」
／
「
瀬
引
き
、

瀬
落
と
し
」 

三　

明
治
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し  

617

赤
尾
木
城
下
町
の
様
子
（
概
略
）
／
海
運
業
の
様
子
（
概
略
）
／
北
種
子

村
「
営
業
届
」
に
み
る
各
町
の
様
子

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

626

一　

山
川
か
ら
の
移
住  

626

二　

甑
島
か
ら
の
移
住  

626

三　

桜
島
か
ら
の
移
住  

627
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第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

627

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

629

楢
原
孫
之
助
長
之
（
榕
園
）
／
大
木
ウ
メ
／
吉
留
伝
平
／
柳
田
来
鳳
（
玉

川
・
柳
温
）
／
鮫
島
和
七
郎
／
羽
生
六
郎
左
衛
門
道
潔
／
美
座
六
兵
衛
時

観
／
田
上
市
郎
義
福
／
渡
邊
勘
右
衛
門
直
（
竹
亭
）
／
田
上
助
市
（
青
山
）

／
吉
良
太
郎
氏
章
／
羽
生
慎
翁
道
則
／
鶴
女
（
武
田
つ
る
）
／
羽
生
俊
助

／
遠
藤
家
治
／
羽
生
操
／
浜
田
正
之
丞
／
前
田
新
五
兵
衛
宗
誠
（
中
洲
）

／
平
山
優
子
／
子
島
猪
右
衛
門
時
廉
（
山
水
）
／
前
田
譲
蔵
宗
成
（
豊
山
）

／
羽
生
助
吉
能
安
（
小
礫
）
／
大
牟
礼
時
春
（
南
島
、
南
塘
）
／
尾
形
直

十
／
西
村
時
彦
（
天
囚
・
碩
園
）
／
子
島
勇
之
助
（
西
坡
・
時
世
・
荷
堂
）

／
林
幸
光
／
木
村
雅
信
／
平
山
伝
一
郎
武
世
（
西
海
）
／
知
覧
才
兵
衛
行

寛
／
平
山
寛
蔵
武
粛
（
椒
垣
）
／
平
山
円
（
篁
月
・
股
蚊
）
／
最
上
宏
（
白

雷
）
／
牧
龍
太
・
牧
彬
／
川
口
雪
篷
（
香
雲
）
／
上
妻
謙
三
宗
武
／
中
田

時
懋
／
河
内
礼
蔵
／
川
口
盛
三
（
春
渓
）
／
古
市
静

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

638

一　

現
在
も
伝
わ
る
行
事
及
び
近
年
ま
で
続
い
た
行
事  
638

正
月
／
大
的
始
／
温
座
祈
念
／
節
分
／
曽
我
兄
弟
の
傘
焼
き
（
五
月
）
／

六
月
燈
／
祇
園
祭
・
太
鼓
山
／
お
盆
／
正
月
前
の
準
備
清
掃
／
町
祈
祷
／

潮
祀
り

二　

史
料
に
残
る
年
中
行
事  

639

「
こ
の
み
や
じ
ょ
う
」
／
「
お
い
は
ひ
」
／
明
月
鑑
賞
の
宴
会

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

641

鳩
磯
／
札
の
辻
／
木
の
下
／
番
屋
の
小
路
／
勘
当
坂
／
古
城
／
犬
の
馬
場

／
新
城
／
平
田
／
石
堂

第
一
〇
節　

史
跡
、
神
社
仏
閣 �

 

644

宮
原
神
社
（
中
西
）
／
八
幡
神
社
（
西
町
）
／
八
坂
神
社
（
西
町
）
／
西

岸
寺
（
西
町
）
／
種
子
島
家
御
坊
墓
地
（
野
首
）
／
二
十
人
家
墓
地
／
石

清
水
八
幡
神
社
（
野
首
）
／
栖
林
神
社
（
中
目
）
／
吉
祥
山
本
源
寺
（
中

目
）
／
赤
尾
木
城
跡
（
中
目
）
／
御
拝
塔
墓
地
（
中
目
）
／
月
窓
亭
（
中

目
）
／
吉
留
伝
平
碑
（
中
目
）
／
玉
川
招
魂
碑
（
東
町
）
／
菅
原
神
社
（
天

神
町
）
／
大
会
寺
跡
（
天
神
町
）
／
若
狭
墓
所
（
田
屋
敷
）
／
山
田
歌
子

墓
所
（
田
屋
敷
）
／
弓
矢
八
幡
神
社
（
城
）
／
高
野
神
社
（
城
）
／
比
良

野
神
社
（
城
）
／
小
牧
野
神
社
（
小
牧
野
）
／
鮫
島
神
社
（
小
牧
野
）
／

桃
岡
神
社
（
桃
園
）
／
横
野
神
社
（
本
立
）
／
石
峰
山
萬
德
寺
（
上
之
原

町
）

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

652

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

652

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
二
章
　
上
西
校
区 �

 

659

第
一
節　

上
西
校
区
の
概
要 �

 

659

第
二
節　

上
西
校
区
の
成
り
立
ち �

 

659

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

660

一　

字　
　
　

名  �

660

二　

地　
　
　

名  �

660

大
﨑
／
花
里
崎
と
大
花
里
／
池
之
久
保
／
枦
之
峯

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

661

一　

比
志
島
國
隆
と
阿
久
根
千
代
女  

661

二　

大
広
野
の
人
々  

662

三　

絹
浅
黄
色
袂
付
袖
前
帯
付
亀
附
岩
三
ツ
鱗
紋
裏
付
童
着
晴
着  

663

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

663

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

664

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

664

久
保
平
内
左
衛
門
之
正
／
朝
山
治
右
衛
門
高
重
の
墓

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

665

火
入
れ
祈
祷
（
大
﨑
）
／
弓
場
祭
（
枦
之
峯
）
／
種
子
島
家
の
し
め
縄
由

来
（
横
山
）
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第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

667

不
思
議
な
酒
樽
（
大
﨑
）
／
か
ね
浦
（
大
﨑
）
／
大
広
野
の
氏
神
（
大
﨑
）

／
サ
ル
シ
の
坂
の
目
一
ツ
五
郎
（
花
里
崎
）
／
枦
之
峯
の
こ
と
（
枦
之
峯
）

／
ガ
ロ
ー
に
な
っ
た
泉
（
横
山
）

第
一
〇
節　

神
社
・
仏
閣 �

 

670

伊
勢
神
社
（
大
花
里
）
／
田
の
神
様
（
大
﨑
）
／
大
広
野
神
社
の
銅
鏡
（
大

﨑
）
／
弓
矢
八
幡
神
社
（
枦
之
峯
）
／
阿
久
根
中
将
之
碑
（
横
山
）
／
阿

久
根
千
代
女
の
墓
（
横
山
）
／
日
蓮
上
人
供
養
碑
（
横
山
）
／
阿
久
根
中

将
碑
（
横
山
）
／
佛
ノ
峰
の
供
養
塔
（
横
山
）

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �
 �

673

横
山
盆
踊
（
横
山
）

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

674

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
三
章
　
下
西
校
区 �

 

677

第
一
節　

下
西
校
区
の
概
要 �

 

677

第
二
節　

下
西
校
区
の
成
り
立
ち �

 

678

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

679

池
野
／
川
迎
／
塰
泊
／
鞍
勇
／
上
石
寺
／
下
石
寺
／
若
宮

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

680

上
石
寺
の
串
目
書
（
塩
屋
牧
境
）
／
上
石
寺
塩
屋
牧
地
紀
念
碑
／
上
石
寺

塩
屋
牧
地
由
来
記
／
下
石
寺
の
串
目
書
／
日
典
上
人

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

685

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

687

下
西
の
学
童
疎
開
／
戦
争
体
験
談
／
空
襲
の
様
子

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

690

西
ノ
海
嘉
治
郎
（
二
代
）
／
榎
本
小
右
衛
門
／
遠
藤
清
／
牧
瀬
傅
吉

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

692

若
水
汲
み
／
年
始
会
／
臼
起
こ
し
／
福
祭
文
／
船
祝
い
／
日
典
寺
の
国
祷

会
（
温
座
祈
念
）
／
蚕
の
宮
じ
ょ
う
／
穂
垂
れ
引
き
／
破
魔
祈
祷
／
六
月

燈
／
盆
行
事
／
石
塔
ま
つ
り
／
盆
踊
り
（
川
迎
）
／
願
成
就
／
城
ノ
浜
ふ

る
さ
と
夏
祭
り
／
歳
ど
ん
（
鞍
勇
）

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

697

ゴ
ロ
ン
ゴ
ー
チ
／
ゴ
ロ
ン
大
路
／
ガ
ラ
ン
を
キ
リ
キ
リ
廻
る
話
／
ヌ
リ
ヨ

メ
ジ
ョ
ウ
と
メ
ン
／
椨
木
小
田
の
話
／
御
前
山
と
八
幡
様
／
ガ
ロ
ー
／
箱

崎
と
樋
ヶ
崎
／
大
瀬
の
岡
／
石
寺
浜
の
砂
鉄
／
カ
ゲ
の
道
／
最
初
の
甘
藷

栽
培
／
メ
ン
（
妖
怪
）
は
煙
草
が
す
か
ん
／
田
の
神
山

第
一
〇
節　

史
跡
・
神
社
仏
閣 �

 

700

王
之
山
祠
堂
記
（
塰
泊
）
／
租
税
完
納
顕
彰
碑
（
上
石
寺
）
／
日
本
甘
藷

栽
培
初
地
之
碑
（
下
石
寺
）
／
下
西
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
碑
（
川
迎
）

／
日
葡
親
交
祈
念
之
碑
（
わ
か
さ
公
園
）
／
八
幡
様
／
報
徳
之
碑
（
上
石

寺
）
／
六
道
／
虫
供
養
之
碑
（
上
石
寺
）
／
灰
釜
跡
（
上
石
寺
）
／
瀬
風

呂
／
馬
頭
観
音
（
馬
の
神
様
）
／
石
敢
當
（
塰
泊
）
／
日
典
供
養
塔
（
川

迎
）
／
日
典
上
人
誕
生
之
地
（
川
迎
）
／
慰
霊
塔
（
川
迎
）
／
慰
霊
塔
（
わ

か
さ
公
園
）
／
日
典
上
人
霊
蹟
の
碑
（
川
迎
）
／
聖
教
塚
（
川
迎
）
／
池

野
先
祖
累
代
顕
彰
碑
／
横
綱
西
ノ
海
嘉
次
郎
顕
彰
碑
／
大
石
様
／
日
典

寺
（
川
迎
）／
深
教
寺　
（
日
蓮
正
宗
、
大
慧
山
）／
王
之
山
神
社
（
塰
泊
）

／
若
宮
神
社
（
塰
泊
）
／
池
野
神
社
／
上
石
寺
神
社
／
下
石
寺
神
社
／
甘

藷
神
社
（
下
石
寺
）
／
妙
泉
寺
跡
（
川
迎
）
／
下
石
寺
に
あ
っ
た
寺

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

713

川
迎
の
盆
踊
り

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

714

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
四
章
　
国
上
校
区 �

 

718

第
一
節　

国
上
校
区
の
概
要 �

 

718

第
二
節　

国
上
校
区
の
成
り
立
ち �

 

718

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

720
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一　

大
字
国
上
の
小
字
一
覧  

720

二　

特
徴
的
な
地
名
な
ど  

720

国
上
の
由
来
／
太
田
の
由
来
／
太
田
の
地
名�（
通
称
）
／
中
目
の
「
ニ
タ
」

の
由
来
／
監
獄
所
跡
と
懲
役
墓

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

722

タ
ネ
国
府
の
存
在
／
タ
ネ
国
府
国
上
説
／
大
内
屋
敷
国
府
説
に
つ
い
て�（
国

上
小
学
校
敷
地
）
／
タ
ネ
国
分
寺
説
／
『
西
之
表
市
の
伝
説
』『
西
之
表

市
年
表
』
に
見
る
国
分
寺
説
／
国
見
山
に
つ
い
て
／
国
上
の
寺
子
屋
教
育

／
前
田
豊
山
先
生
の
墨
書
／
国
上
の
中
央
に
位
置
す
る
中
目
、
寺
之
門
の

郷
中
制

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

727

久
保
田
移
住
記
念
碑
、
公
民
館
建
設
の
話
／
百
引
か
ら
の
移
住
者
と
記
念

碑
／
国
上
の
戦
後
の
開
拓
団
（
上
の
古
田
、
今
成
開
拓
団
）
／
今
成
開
拓

団
／
川
安
開
拓
団（
第
一
期
）　
一
里
十
丁
近
辺
／
川
安
開
拓
団（
第
二
期
）

大
平
見
（
元
国
上
中
学
校
か
ら
柳
原
線
の
途
中
）

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

730

喜
志
鹿
崎
防
備
衛
所
と
戦
時
中
の
状
況

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

732

高
田
三
郎
／
落
合
盛
吉
／
永
照
院
悦
子
／
原
捨
思
／
水
口
兄
弟
／
常
の
山

（
西
乃
龍
）

第
八
節　

年
中
行
事 �

 
735

一
月
／
三
月
／
四
月
／
六
月
／
七
月
／
八
月
／
九
月
／
十
月
／
十
二
月
／

奥
神
社
の
射
場
祭
に
つ
い
て

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

737

奥
神
社
と
山
祭
り
／
笹
の
宮�

（
笹
明
神
浦
田
神
社
）
／
奥
神
社
の
山
神
観

音
様
の
勧
請
（
栖
林
久
基
）
／
喜
志
賀
美
権
現
宮
の
由
来
／
喜
志
賀
美
権

現
の
合
祀
時
期
／
国
上
奥
集
落
、
春
山
家
に
伝
わ
る
瓦
製
厨
子
／
国
上
奥

集
落
、
岡
本
家
に
伝
わ
る
金
毘
羅
宮
の
信
徒
壇
／
奥
神
社
に
伝
わ
る
藤
原

光
政
光
長
製
作
の
柄
付
き
鏡
／
喜
志
賀
崎
の
馬
頭
観
音
／
浜
田
家
の
貫
門

／
国
上
寺
之
門
の
墓
地�

「
オ
コ
ン
ソ
ン
」
／
国
上
の
ガ
ロ
ー
山�

（
ガ
ラ
ン
）

／
太
田
の
伝
説
／
千
人
塚
と
禰
寝
戦
争
／
桜
園
馬
頭
観
と
草
競
馬
／
国
見

山
の
笛
の
音
／
浦
田
小
島
の
調
査
／
安
徳
帝
の
浦
田
滞
在（
生
存
潜
幸
説
）

／
御
田
植
祭
り

第
一
〇
節　

史
跡
・
神
社
仏
閣 �

 

748

浦
田
神
社
／
奥
神
社
／
元
山
神
社
／
寺
之
門
神
社
／
太
田
の
五
輪
塔
／
日

高
紀
伊
守
宗
俊
の
墓
石
／
廟
／
久
保
田
神
社
／
久
保
田
エ
ビ
ス
神
／
本
法

寺
（
本
源
寺
末
寺
）

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

759

郷
土
芸
能
／
寺
之
門
の
花
踊
／
久
保
田
の
棒
踊
／
野
木
平
の
ト
シ
ド
ン

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

762

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
五
章
　
伊
関
校
区 �

 

765

第
一
節　

伊
関
校
区
の
概
要 �

 

765

第
二
節　

伊
関
校
区
の
成
り
立
ち �

 

766

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

767

大
字
伊
関
の
小
字
一
覧

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

767

塩
屋
牧
／
米
国
商
船
カ
シ
ミ
ア
号
の
乗
組
員
救
助

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

770

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

771

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

772

榎
本
喜
右
衛
門

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

773

一
月
／
三
月
／
四
月
／
七
月
／
八
月
／
九
月
／
十
月
／
十
一
月

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

774

鹿
七
匹
と
身
の
片
ひ
ら
／
木
折
坂
／
西
京
川
／
田
浦
／
山
座
の
水
／
安
関
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橋

第
一
〇
節　

史
跡
、
神
社
仏
閣 �

 

776

伊
関
神
社
（
大
山
神
社
）
／
沖
ヶ
浜
田
神
社
／
浜
脇
神
社
／
又
延
神
社
／

柳
原
の
小
寺
／
正
立
寺

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

778

タ
ン
バ
ラ
踊
／
新
地
節
／
ち
く
て
ん
節
／
棒
踊

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

780

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
六
章
　
安
納
校
区 �
 

782

第
一
節　

安
納
校
区
の
概
要 �
 

782

第
二
節　

安
納
校
区
の
成
り
立
ち �

 

783

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

783

一　

字　
　
　

名  

783

二　

地　
　
　

名  

784

安
納
／
軍
場
／
花
ノ
木
／
番
小
屋
の
峰
／
鞍
掛
松

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

785

謎
多
き
天
女
ヶ
倉
／
恵
時
の
隠
居
／
縄
文
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
／
明
治
時

代
の
安
納
小
学
校
／
農
村
電
化
の
碑
（
峯
）
／
旧
安
納
飛
行
場
（
峯
）
／

日
本
一
の
安
納
芋

第
五
節　

甑
島
か
ら
の
移
住 �

 
789

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 
790

体
験
談

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

791

日
高
（
安
納
）
隠
岐
守
（
安
納
地
頭
）
／
日
高
半
十
郎
／
鎌
田
森
也

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

792

四
月
／
五
月
／
六
月
／
七
月
／
八
月
／
九
月
／
十
月
／
十
一
月
／
十
二
月

／
一
月
／
二
月
／
三
月
／
蚕
宮
城

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 �

794

天
女
ヶ
倉
関
連
／
軍
場
の
大
山
祇
神
社
由
来
／
五
兵
衛
開
き
の
天
狗

第
一
〇
節　

史
跡
、
神
社
仏
閣 �

 

795

堂
の
山
の
「
ガ
ラ
ン
」
／
安
納
神
社
（
大
平
）
／
軍
場
神
社
（
軍
場
）
／

エ
ビ
ス
神
社
（
峯
）
／
本
蓮
寺
「
法
華
宗
本
門
流
」（
軍
場
）

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

798

安
納
棒
踊
（
軍
場
）

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

799

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
七
章
　
現
和
校
区 �

 

802

第
一
節　

現
和
校
区
の
概
要 �

 

802

第
二
節　

現
和
校
区
の
成
り
立
ち �

 

802

近
政
／
川
氏
／
西
俣
／
武
部
／
浅
川
／
田
之
脇
／
庄
司
浦
／
上
之
町
・
下

之
町

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

807

一　

大
字
現
和
の
小
字
一
覧  

807

二　

特
徴
的
な
地
名
な
ど  

808

お
茶
園
／
猪
ノ
子
（
イ
ノ
コ
）
／
茨
川
（
イ
ワ
ラ
ン
コ
ウ
）
／
古
風
本
（
元

風
本
）

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

809

一　

現
和
村
の
呼
称
の
変
遷
に
つ
い
て  

810

見
和
村
／
吉
平
村
／
現
和
村
／
呼
称
の
変
遷
の
ま
と
め

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

815

「
現
和
メ
モ
」
に
み
る
川
氏
集
落
の
開
拓
／
移
住
記
念
碑

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

818

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

820

孝
子
弥
五
郎
と
そ
の
娘
袈
裟
／
木
原
惣
四
郎
現
和
区
長
／
木
原
平
五
郎
／

鮫
島
助
吉
／
向
田
紋
太

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

824
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一
月
／
二
月
／
三
月
／
五
月
／
六
月
／
七
月
／
八
月
／
九
月
／
十
月
／
十

一
月
／
十
二
月

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

827

せ
い
瀬
伝
説
／
堂
月
の
峯
（
道
月
の
峯
）
／
経
塚
／
湯
穴
／
瀬
風
呂
／
現

和
の
五
橋

第
一
〇
節　

史
跡
・
神
社
仏
閣 �

 

831

風
本
神
社
／
塩
釜
繁
盛
祈
願
の
碑
／
近
政
の
正
八
幡
宮
／
田
上
七
之
助
氏

開
田
の
碑
（
川
氏
下
村
氏
家
前
）
／
西
俣
集
落
の
祭
神
と
み
山
／
大
聖
寺

／
台
運
院
坊
・
中
ノ
坊
・
聖
主
院
／
向
田
神
社
（
弓
矢
八
幡
）
／
製
鉄
所

跡
／
僧
角
文
の
碑
／
隆
興
寺
石
塔
群
／
平
草
操
業
の
始
ま
り
／
菅
原
神
社

（
天
神
様
）
／
種
子
島
落
花
生
栽
培
初
地
の
碑
／
仮
屋
元
吉
平
／
浅
川
集

落
の
祭
神
／
田
之
脇
港
記
念
碑
文

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

840

種
子
島
大
踊
（
県
指
定
文
化
財
）

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

841

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
八
章
　
安
城
校
区 �

 

845

第
一
節　

安
城
校
区
の
概
要 �

 

845

第
二
節　

安
城
校
区
の
成
り
立
ち �

 

846

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 
846

一　

字　
　
　

名  

846

二　

地　
　
　

名  �

847

安
城
／
川
脇
／
平
山
／
平
園
／
宮
園
／
塩
屋

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

848

一　

地
頭
羽
生
右
京
能
房  

848

二　

�

カ
シ
ミ
ア
（
ヤ
）
号
事
件
に
つ
い
て  

848

事
件
の
あ
ら
ま
し
／
贈
ら
れ
た
品
の
そ
の
後
／
贈
ら
れ
た
金
五
〇
〇
〇
ド

ル
の
使
途

三　

墓
地
群
を
中
心
と
し
て  

850

四　

牧
に
つ
い
て  

851

塩
屋
牧
―
川
脇
／
平
山
牧
―
平
山
／
大
峰
牧
―
上
之
町
／
殿
増
牧
―
大

野
／
カ
タ
ノ
ヂ
牧

五　

安
城
小
・
中
学
校
の
歴
史  

852

安
城
小
学
校
／
安
城
中
学
校

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

854

甑
島
か
ら
の
移
住
の
経
緯
／
な
ぜ
種
子
島
だ
っ
た
の
か
／
移
住
状
況
／
安

城
地
区
へ
の
移
住

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

857

開
戦
か
ら
疎
開
・
帰
島
／
安
城
小
学
校
の
疎
開
開
始
か
ら
帰
島
ま
で
の
記

録

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

859

田
上
七
之
助
／
宮
園
豊
則
／
上
妻
慎
吾
／
徳
永
逞
（
号
生
萌
）
／
江
口
清

淳

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

862

四
月
／
五
月
／
六
月
／
七
月
／
九
月
／
十
月
／
十
一
月
／
一
月
／
三
月

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

863

岡
山
神
社
関
連
／
田
の
山
神
／
源
助
が
涙
雨
／
か
く
れ
岩
屋

第
一
〇
節　

史
跡
、
神
社
仏
閣 �

 

866

岡
山
神
社
／
妙
泰
寺
／
諏
訪
神
社
／
川
脇
神
社
／
エ
ビ
ス
神
社
／
大
野
神

社

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

869

安
城
大
踊
／
な
ぎ
な
た
踊

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

870

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
九
章
　
立
山
校
区 �

 

872

第
一
節　

立
山
校
区
の
概
要 �

 

872
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第
二
節　

立
山
校
区
の
成
り
立
ち �

 

873

第
三
節　

地
名
・
字
名
（
大
字
安
城
） �

 

874

一　

字　
　
　

名  

874

二　

地　
　
　

名  

874

九
郎
左
ヱ
門
・
七
別
当
／
現
和
山
／
込
め
の
山
／
矢
立
て
石
／
尾
呂
ノ
平

／
御
牧
／
ヤ
マ
ゴ
ウ
／
野
間
殿
の
坂
（
小
字
名
）
／
番
屋
ノ
平
（
小
字
名
）

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

875

ウ
シ
ウ
マ
由
来
と
芦
野
牧
／
大
峯
牧
由
来
と
馬
追
い
／
野
木
の
峯
牧
／
安

城
の
本
村
は
立
山
で
あ
っ
た
／
立
山
の
仮
屋
／
立
山
の
武
田
家
（
武
田
家

系
図
・
系
譜
）
／
カ
シ
ミ
ア
号
漂
着
事
件

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

883

甑
島
か
ら
の
移
住
（
御
牧
集
落
）
／
徳
之
島
か
ら
の
移
住
（
野
木
集
落
）

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

885

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

888

羽
生
右
京
能
房
／
岩
坪
平
左
衛
門
／
高
山
七
太
郎
／
石
井
清
吉

第
八
節　

年
中
行
事 �

 �

891

一
月
／
旧
暦
一
月
／
旧
暦
六
月
／
八
月
／
九
月
／
十
月

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

892

鹿
狩
り
／
論
ノ
迫
／
立
山
の
射
場

第
一
〇
節　

史
跡
・
神
社
仏
閣 �

 
893

カ
シ
ミ
ア
号
漂
着
記
念
碑
／
芦
野　

山
家
の
氏
神
・
按
司
根
津
栄
神
社
／

立
山
エ
ビ
ス
神
（
立
山
港
）
／
清
和
神
社
／
立
山
の
氏
神
様
由
来
（
清
和

神
社
境
内
）
／
立
山
の
寺
（
名
前
の
な
い
寺
）
／
立
山
の
田
の
神
山

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 

896

お
つ
や
口
説
き

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 

897

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
一
〇
章
　
中
割
校
区 �

 �

899

第
一
節　

中
割
校
区
の
概
要 �

 

899

第
二
節　

中
割
校
区
の
成
り
立
ち �

 

900

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 

902

一　

地　
　
　

名  

902

中
割
／
十
六
番
／
万
波
／
生
姜
山
／
千
段
峯

二　

字　
　
　

名  

902

大
字
／
小
字

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 

903

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 

904

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 

908

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 

909

向
井
喜
之
助

第
八
節　

年
中
行
事 �

 

910

一
月
一
日
／
七
月
末
／
九
月
／
十
月
／
十
一
月
末

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 

910

血
染
め
の
石
／
鍋
割
坂
／
十
六
番
の
里
い
も

第
一
〇
節　

史
跡
、
神
社
仏
閣 �

 �

911

一　

石
碑
に
見
る
中
割
の
足
跡  �

911

十
六
番
行
幸
紀
念
碑
／
万
波
移
住
紀
念
碑
／
万
波
行
幸
記
念
碑
／
月
讀

神
社
／
七
尋
五
葉
松
の
自
生
地
の
碑

二　

神
社
仏
閣  �

913

月
讀
神
社

第
一
一
節　

郷
土
芸
能 �

 �

913

鴻
峰
小
唄
／
鴻
峰
小
学
校
校
歌

第
一
二
節　

年　
　
　

表 �
 �

914

暮
ら
し
の
風
景
写
真
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第
一
一
章
　
古
田
校
区 �

 �

917

第
一
節　

古
田
校
区
の
概
要 �

 �

917

第
二
節　

古
田
校
区
の
成
り
立
ち �

 �

918

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 �

919

一　

字　
　
　

名  �

919

二　

地　
　
　

名  �

919

中
之
町
／
村
之
町
／
上
之
町
／
番
屋
峯
／
二
本
松
／
十
三
番
／
平
松

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 �

923

製
鉄
の
歴
史
／
古
田
水
力
発
電
所
跡
／
番
屋
峯
の
製
茶

第
五
節　

戦
争
と
疎
開 �
 �

925

学
童
疎
開
の
記
憶
／
神
風
の
詩
の
こ
と
（
昭
和
二
十
年
九
月
十
七
日　

枕

崎
台
風
通
過
）
／
誠
の
碑

第
六
節　

人　
　
　

物 �
 �

927

古
田
御
前
／
島
津
大
膳
久
憲

第
七
節　

年
中
行
事 �

 �

929

一
月
／
二
月
／
三
月
／
四
月
／
五
月
／
七
月
／
九
月
／
十
月
／
十
一
月
／

十
二
月

第
八
節　

史　

跡　

等 �
 �

930

二
本
松
遺
跡
／
一
位
山
／
種
子
島
気
象
レ
ー
ダ
ー
／
紀
功
碑
／
ガ
ロ
ー
山

／
田
の
神
様
と
馬
頭
観
音

第
九
節　

豊
受
神
社 �

 �
932

豊
受
神
社
／
願
成
就

第
一
〇
節　

郷
土
芸
能 �

 �

933

古
田
獅
子
舞
／
古
田
棒
踊

第
一
一
節　

年　
　
　

表 �
 �

934

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
一
二
章
　
住
吉
校
区  �

 �

938

第
一
節　

住
吉
校
区
の
概
要 �

 �

938

第
二
節　

住
吉
校
区
の
成
り
立
ち �

 �

939

「
神
社
縁
起
書
」
の
考
察
／
住
吉
小
学
校
／
住
吉
中
学
校

第
三
節　

地
名
・
字
名 �

 �

949

大
字
住
吉
の
小
字
一
覧

第
四
節　

歴
史
的
特
殊
性 �

 �

950

一　

時
堯
公
居
住
跡
と
住
吉
と
い
う
土
地  �

950

二　

能　

野　

焼  �

953

代
表
作
品
／
能
野
焼
窯
跡
／
野
間
焼
の
カ
メ
墓
と
能
野
焼
の
甕
棺
／
能
野

焼
の
終
焉

三　

種
子
島
陶
芸
史
の
新
た
な
一
歩　

種
子
島
焼  �

956

小
山
冨
士
夫
／
中
里
隆

第
五
節　

移　
　
　

住 �
 �

958

第
六
節　

戦
争
と
疎
開 �

 �

959

第
七
節　

人　
　
　

物 �
 �

962

山
本
秀
雄

第
八
節　

年
中
行
事
・
郷
土
芸
能 �

 �

964

一　

年
中
行
事  �

964

一
月
／
五
月
／
七
月
／
八
月
／
九
月
／
九
月
～
十
月
／
十
月
／
十
二
月
／

舟
祝
い
／
七
種
／
こ
の
み
や
じ
ょ
う
（
蚕
之
宮
城
）

二　

郷
土
芸
能  �

966

願
成
就
／
源
太
郎
踊
／
め
ん
踊

第
九
節　

伝　
　
　

説 �
 �

967

深
川
の
大
石
／
大
石
に
泥
を
塗
る
／
与
次
が
瀬
／
仏
峰
／
能
野
浜
の
刑
場

／
ハ
タ
モ
ー
リ

第
一
〇
節　

神
社
仏
閣
、
石
塔 �

 �

971

一　

神　
　
　

社  �

971

住
吉
神
社
（
住
吉
御
山
鎮
座
）
／
形
之
山
神
社
（
住
吉
形
之
山
鎮
座
）
／

深
川
神
社
（
住
吉
深
川
鎮
座
）
／
能
野
神
社
（
住
吉
能
野
里
鎮
座
）
／
エ
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ビ
ス
神
社
（
住
吉
浜
之
町
鎮
座
）
／
上
能
野
神
社
（
住
吉
上
能
野
鎮
座
）

／
下
能
野
神
社
（
住
吉
下
能
野
鎮
座
）
／
牧
の
神
（
住
吉
里
之
町
鎮
座
）

二　

寺　
　
　

院  �

977

本
立
寺
（
法
華
宗
本
門
流　

能
野
里
）
／
本
成
寺　
（
本
門
法
華
宗　

浜

之
町
）

三　

石　
　
　

碑  �

979

住
吉
神
社
前
慰
霊
塔
／
飛
魚
船
追
悼
之
碑
（
浜
之
町
本
成
寺
内
）
／
下
能

野
築
港
記
念
碑
（
下
能
野
神
社
内
）
／
馬
毛
島
漁
業
権
紀
念
碑
（
上
能
野

神
社
境
内
）
／
オ
ラ
ン
ダ
エ
ン
ド
ウ
発
祥
之
碑
（
住
吉
神
社
第
二
鳥
居
左
）

／
牧
之
頌
徳
碑
（
里
之
町
牧
之
神
鳥
居
前
）
／
能
野
塩
屋
紀
念
碑
（
上
能

野
公
民
館
前
）

第
一
一
節　

年　
　
　

表 �
 �

983

暮
ら
し
の
風
景
写
真

第
一
三
章
　
方
　
　
　
言 �

 �

986

第
一
節　

位
置
づ
け
と
地
域
差 �

 �

986

第
二
節　

研
究
と
継
承
活
動
の
歴
史 �

 �

987

第
三
節　

音　
　
　

韻 �
 �

988

第
四
節　

文　
　
　

法 �
 �

990

代
名
詞
／
格
助
詞

【
上　
　
　

巻
】

第
一
編
　
自
　
　
　
然
　

第
二
編
　
先
　
　
　
史

第
三
編
　
古
　
　
　
代

第
四
編
　
中
　
　
　
世

第
五
編
　
近
　
　
　
世
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凡
　
　
　
例

一　

本
書
は
『
西
之
表
市
史
』
上
巻
・
下
巻
の
う
ち
、
下
巻
で
あ
る
。

一　

記
述
内
容
は
令
和
四
年
三
月
ま
で
と
し
た
が
、
掲
載
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
内
容
を
掲
載
し
た
。

一　

史
実
の
内
容
は
客
観
的
で
あ
る
こ
と
に
努
め
、
出
典
・
根
拠
を

明
ら
か
に
し
た
。
各
編
末
に
参
考
文
献
や
資
料
を
掲
載
し
た
。

一　

文
体
は
常
体
と
し
、
記
述
は
現
代
仮
名
遣
い
及
び
常
用
漢
字
を

原
則
と
し
た
。

一　

引
用
文
は
、
本
文
よ
り
二
字
下
げ
で
掲
載
し
た
。
ま
た
、
原
則

と
し
て
原
文
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
。

一　

数
詞
の
表
記
は
原
則
的
に
次
の
と
お
り
と
し
た
。

　
（
年　

号
）

　
　

和
暦
と
し
、（　

）
に
西
暦
を
付
し
た
。
ま
た
、
明
治
以
降
は
、
節
初

出
及
び
必
要
性
の
あ
る
箇
所
の
み
に
西
暦
を
付
し
た
。

　
　
（
例
）　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）

　
（
年
月
日
）

　
　
「
十
」
を
用
い
て
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
（
例
）
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

　
（
一
般
数
）

　
　
数
が
多
い
場
合
に
は
、「
兆
」「
億
」「
万
」
を
入
れ
た
。

　
　
（
例
）　

五
兆
二
〇
三
五
億
二
三
〇
〇
万
六
五
八
九
円

一　

人
名
は
敬
称
を
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。

一　

内
容
が
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
当
該
箇
所
に
も
記
述
が
あ

る
こ
と
で
、
読
者
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
と
考
え
、
そ
の

ま
ま
掲
載
し
た
。

一　

差
別
的
用
語
は
極
力
使
用
し
な
い
よ
う
に
努
め
た
が
、
歴
史
用

語
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
史
実
を
正
し
く

理
解
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
当
な
身
分
差
別
制
度
の
認
識

に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。




